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	第３条　委員会は、次の各号に掲げる事項について調査審議を行い、これに関し特に必要と認めるときは理事長に対して意見を述べる。
	一　研究開発業務に係るプライバシー等の保護に関する基本的事項
	二　個別の研究開発業務に係るプライバシー等の保護に関する事項
	三　前２号に掲げるもののほか、特に必要と認められる事項
	第４条　委員会は、総務系理事、企画系理事、オープンイノベーション推進本部ソーシャルイノベーションユニット長、総務部長、経営企画部長、広報部長その他理事長が機構の役員及び職員のうちから必要と認める者をもって構成する｡
	第９条　委員会は、委員長が必要に応じて開催する。
	２　委員会は、現に在任する委員の総数の過半数が出席した場合に成立する。
	３　委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決する。可否同数のときは、委員長が決する。
	４　前項の規定による決議について特別の利害関係を有する委員は、議決に加わることができない。
	５　前項の規定により議決に加わることができない委員の数は、第２項に規定する現に在任する委員の数に算入しない。
	６　アドバイザーは、自己の利害に関係する議事に参与することができない。
	７　委員長は、必要があると認めるときは、委員以外のものを委員会に出席させ、説明又は意見を求めることができる。
	８　前各項の規定にかかわらず、緊急その他の場合で、会議を開くことができないとき、又は委員長が妥当と判断したときは、委員会を招集せず議案を持ち回りにより、審議をすることができる。
	第１０条　委員会の議事については、議事録を作成し、委員長の承認を得なければならない。
	２　前項の議事録には、少なくとも次の各号に掲げる事項について記載するものとする。
	一　開催年月日
	二　出席者
	三　案件
	四　審議の結果
	３　委員会が軽微と認めるものについては、第１項の議事録の作成を省略することができる。

